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法学部 112 102 91.1 
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2023 年度春季卒業時アンケート結果分析 

 

【 法学科 】 

 

2023年度も、学位記授与式終了後に学部単位で卒業時アンケートを実施した。昨

年度に続き、Microsoft Forms を使用したため、学位記授与式出席者については、全

員の回収ができたものの、学位記授与式への欠席者が複数名おり、当日、すべての回

答を回収することは困難である点は、今後、検討を要するものと思われる。なお、今

回のアンケート回答者は、102名であった。 

具体的な回答の傾向についてであるが、１．大学生活を振り返った場合、学生生活

における① 達成感・充実感が大いにあると回答した者が46.1%、少しあると回答し

た者が38.2%、② 人間的成長した実感が大いにあると回答した者が59.8%、少しあ

ると回答した者が33.3%といずれも昨年度よりも低下している。 

また、特に大学生活で力を入れて取り組んだ内容については、アルバイトが54名

ともっとも多く、次いで人間関係を拡げることと就職活動が共に39名、クラブ(体育

会)活動が38名、幅広く教養を身に付けることが23名、資格取得とボランティア活動

が共に22名であり、逆によい成績を取ることが16名、語学(英語)能力の向上が12名

と非常に低い数値を示している。入学時には、高い志を有しているものの、在学中に

甘い成績評価が学習意欲の低下につながっているのかもしれない。なお、クラブ(体

育会)活動参加者については、「まったくしなかった」が11名、「あまりしなかった」

が7名と約2割強が積極的に活動に参加できていない点は、検討の余地があろう。と

はいえ、満足度については、71名中45名が「とても満足した」と回答している。但

し、ボランティア活動については、従前どおり、一定の数値を示しており、特に就職

活動に力を入れている学生がこの点も力を入れていることが推測される。 

次に学生生活において満足できた点についてであるが、講義以外の学習サポート

体制については、「とても満足した」が43名、「やや満足した」が46名、同様に就

活へのサポートについても、「とても満足した」が46名、「やや満足した」が41名

と比較的高い数値を示している。なお、「大学独自の奨学金や資格取得支援金」につ

いては、36名とこれまでより低い数値を示している。自由記載からは早計に判断で

きないものの、実際に一部学生は経済的に困窮していた者が存在したのかもしれな

い。学習面について、自学自習のための設備(図書館を含む)において、「とても満足

した」が36名、「やや満足した」が54名と概ね高い数値を示している。なお、キャ

ンパスの設備や雰囲気については、「とても満足した」が32名、「やや満足した」が

55名、スクールバスの利用については、89名中86名とこの点も満足度は高いといえ

る。中でも特に高い数字を示しているのが、大学でできた友人関係であり、「とても

満足した」が57名、「やや満足した」が34名であった点は、高校時代から大学入学

途中までCovid-19禍であったことから、大学入学後に新たな友人関係ができたこと



に対する表れであるのかもしれない。最後に講義面についてであるが、履修できる

科目の種類・配当学年については、「とても満足した」が43名、「やや満足した」が

53名と高い数値を示していることから、現在の法学部におけるカリキュラムについ

ては、問題はあまりないものと考えられる。 

教員の学生への関りについても、① 講義のわかりやすさにつき、「とても満足し

た」が37名、「やや満足した」が57名、② 質問に対する丁寧な対応につき、「とて

も満足した」が36名、「やや満足した」が56名、③ 専門科目の学習への興味を持た

せたかにつき、「とても満足した」が39名、「やや満足した」が54名と概ね高い数

値を示している。なお、④ 外国語を用いて交流する力を伸ばす点については、「と

ても満足した」が19名、「やや満足した」が37名と決して高い数値ではないものの、

そもそも語学に対し、苦手意識の高い法学部生において約半数が満足している点は、

英語・中国語担当教員およびELSの効果であるかもしれない。この点は、引き続き、

注視する必要があろう。但し、⑤ グループ学習の機会については、「とても満足し

た」が34名、「やや満足した」が44名であり、教員によって実施内容につき、差が

あることが否めない。おそらく、専門ゼミの担当者が学生数に対し多すぎることか

ら、1ゼミ当たりの人数が少なすぎて、グループ学習が行い辛い状況があるものと思

われるので、募集の段階で学生数に応じた適正配置を行うよう改善が必要であると

考えられる。特に生成AIとの共存の中でグループ学習を通じ、自身で考える力を育

むことがこれまで以上に求められよう。⑥ 学生生活に関する相談対応については、

「とても満足した」が37名、「やや満足した」が53名であり、この点も併せて一部

教員は学生対応につき、改善の必要があると考えられる。 

最後にCovid-19 禍における影響についてであるが、従来に比べその影響は軽減さ

れたものの、入学直後から一定期間、学修に支障があったことは否めない。今回得ら

れた知識を、今後、同様の問題が発生した際に如何に活かしていくかを平時に検討

しておくことが重要ではなかろうか。 



【 経営学科 】 

 

■卒業に当たって、大学生活を全般的に振り返ってください。 

・達成感・充実感はありますか。 

「大いにある」あるいは「少しある」と回答した学生が 84.5%となり、大部分の

学生が大学生活に達成感・充実感をもっている。過去の結果は 2020 年 3 月 89.5%、

2021 年 3 月 94.7%、2022 年 3 月 86.1%、2023 年 3 月 83.2%であり、コロナ禍の影

響が大きかった 2023 年 3 月卒業生と比較すると、今回の卒業生の達成感・充実度は

少々改善している。 

 

・入学時と比べて、人間として成長したという実感はありますか。 

「大いにある」あるいは「少しある」と回答した学生が 91.4%となり、ほとんど

の学生が大学生活で成長したと感じている。過去の結果は 2020 年 3 月 95.5%、2021

年 3 月 96.0%、2022 年 3 月 91.3%、2023 年 3 月 90.5%であり、コロナ禍の影響が

大きかった 2023 年 3 月卒業生と比較すると、今回の卒業生の成長実感は少々改善

している。 

成長した点として、高順位から「人格的に」を選択した学生が 57.8%、「コミュニ

ケーション能力」を選択した学生が 40.5%、「社会人としての意識」を選択した学生

が 31.0%、「幅広い知識・教養」を選択した学生が 30.2%、「専門知識」を選択した

学生が 27.6%であった。一方、「語学力」を選択した学生は 7.8%であり、語学力の

成長を実感した学生は少数であることがわかる。 

 

■大学生活で力を入れて取り組んだことは何ですか。 

「幅広く教養を身につけること」について、約 8 割の学生が「特に力を入れた」

あるいは「やや力を入れた」を選択している。「よい成績を取ること」、「就職活動（イ

ンターンシップ参加を含む）」、「クラブ活動やサークル活動」、「アルバイト」につい

て、約 7 割の学生が「特に力を入れた」あるいは「やや力を入れた」を選択してい

る。「人間関係を広げること」について、約６割の学生が「特に力を入れた」あるい

は「やや力を入れた」を選択している。「資格取得（公務員試験の勉強を含む）」を 5

割の学生が「特に力を入れた」あるいは「やや力を入れた」を選択している。 

一方、「語学（英語）能力の向上」については約 4 割の学生、「ボランティア活動」

については約 2 割 5 分の学生しか「特に力を入れた」あるいは「やや力を入れた」

を選択していない。 

2023 年３月の卒業生と比較すると、ほぼ傾向は同じである。 

 



■学生生活で満足できたものは何ですか。 

「穂積駅からのスクールバス」、「クラブ（体育会）活動やサークル活動（クラブ、

サークルに入った人のみ）」、「履修できる科目の種類や配当年次」について、9 割以

上の学生が「とても満足した」あるいは「やや満足した」を選択しており、高い満足

度を示している。「授業以外の勉強を大学がサポートする体制」、「大学独自の奨学金

や資格取得支援金（利用した人のみ）」、「キャンパスの設備や雰囲気」、「自学自習の

ための設備（図書館を含む）」、「大学でできた友人関係」について、８割以上の学生

が「とても満足した」あるいは「やや満足した」を選択している。 

「就職活動を大学がサポートする体制」については、8 割弱の学生が「とても満足

した」あるいは「やや満足した」を選択している。 

全般的に満足度が高い傾向にあり、2023 年 3 月卒業生と同様に満足度は高い。 

 

■教員の学生への関わりで満足できたことは何ですか。 

「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれた」、「経営学部専門科目の学習への興味

を持たせてくれた」について、9 割以上の学生が「とても満足した」あるいは「やや

満足した」を選択しており、満足度が高い。「解りやすい授業を心掛けていた」、「グ

ループで課題に取り組む機会を設けてくれた」、「学生生活に関する相談に乗ってく

れた」については、８割以上の学生が「とても満足した」あるいは「やや満足した」

を選択している。 

一方、「外国語を使って交流する力を伸ばしてくれた」については、約６割の学生

しか「とても満足した」あるいは「やや満足した」を選択しておらず、満足度が比較

的低くなっている。 

2023 年 3 月卒業生と同様の傾向が見られる。 

 

■新型コロナウィルス感染症の影響について、お聞きします。 

約７割の学生が「授業等、大学での学修」を選択しており、新型コロナウィルス感

染症により学修が大きく影響を受けたことを示している。４割以上の学生が「クラ

ブ（体育会）活動やサークル活動」に、３割５分の学生が「ゼミ等、経営学部での友

人や教員との交流」に影響を受けたと回答している。 

2023 年 3 月卒業生と同様の傾向がみられる。 

  



【 看護学科 】 

 

１．大学生活を全般的に振り返って 

「達成感・充実感」及び「人間的に成長した実感」では、「大いにある」と「少しあ

る」を合わせた肯定的な回答がそれぞれ 90％を超えた。成長した能力においては、

「人間性（53 名）」、「専門知識（49 名）」、「医療人としての意識（48 名）」、「幅広い

知識・教養（44 名）」、「コミュニケーション能力（36 名）」、「語学力（6 名）」の順で

高いことが分かった。 

「専門知識」、「医療人としての意識」が上位であったことは、資格取得を目的に据

えやすい学科の特性が表われたと考えられた。2022 年度卒業生は、「人間性」「医療

人としての意識」の成長実感が伸び悩んだが、2023 年度卒業生は、前年に比べ、実

習で実際の患者と関わる体験を得られたことが大きな影響要因になったと推察する。

「語学力」に関しては、人数としては少ないものの、国際交流が再開できたことが影

響していると考えられた。 

 

２．大学生活で力を入れて取り組んだこと 

「特に力を入れた」と「やや力を入れた」の合算割合が高い順に「国家試験受験に関

する勉強（看護師、保健師）86 名，94.5％」、「幅広く教養を身につけること 78 名，

85.7％」、「アルバイト 76 名，83.6％」、「就職活動 73 名，80.3％」、「よい成績を取

ること 65 名，71.5％」であった。一方「あまりしなかった」と「まったくしなかっ

た」と回答した割合が優位となった項目は「ボランティア活動 78 名，85.7％」、「ク

ラブ活動やサークル活動 77 名，84.6％」「語学（英語）能力の向上 64 名，70.4％」

であった。 

 順位の傾向としては、昨年、一昨年とほぼ同様であった。コロナ禍による大学の活

動が制限され十分な活動の機会が得られなかったことも考えられるが、大学生とし

ての幅広い活動に取り組むことよりも優先し、資格取得に多くの時間を費やすとい

った傾向が読み取れた。また、アンケート実施時期と国家試験の時期が近いことが

バイアスになっていることも考えられる。 

 

３．学生生活で満足できたもの 

「とても満足した」と「やや満足した」の合算割合が高い順に「大学でできた友人関

係制 85 名，93.4％」、「就職活動を大学がサポートする体制 78 名，85.7％」、「実習

の環境（施設等） 77 名，84.6％」、「実習室の設備 77 名，84.6％」、「アドバイザー

制度 77 名，84.6％」、「自学自習のための設備（図書館を含む） 74 名，81.3％」、

「講義室の設備 74 名，81.3％」、「授業以外の勉強を大学がサポートする体制 74 名，



81.3％」、「キャンパスの設備や雰囲気 73 名，80.2％」であった。その中でも「とて

も満足した」の割合が 3 割を越えたものが「大学でできた友人関係」、「就職活動を

大学がサポートする体制」、「アドバイザー制度 」であった。 

利用した人のみに問われた項目では、「大学独自の奨学金や朝日大学病院の奨学金

（利用した人のみ） 48 名中 42 名，87.6％」、「スクールバスの運行（利用した人の

み） 65 名中 45 名，69.3％」の順に「とても満足した」と「やや満足した」と回答

した合算割合が高かった。一方、「あまり満足でない」「まったく満足でない」の合算

割合が優位だったのは「クラブ活動やサークル活動 56 名，61.5％」であった。ただ

し、この項目も該当者のみに問う設問であったが、全数より回答が得られているこ

とから、非該当者の回答が反映されていると考えられた。 

学生生活における大学の施設や、アドバイザー制度等のサポート体制については、

昨年と同様に概ね満足が得られていた。  

 

４．教員の学生への関わりで満足できたこと 

「とても満足した」と「やや満足した」の合算割合が高い順に「臨地実習の指導を丁

寧にしてくれた 83 名，91.2％」、「解りやすい授業を心掛けていた 82 名，90.1％」、

「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれた 82 名，90.1％」、「看護職としての姿勢や

将来の進路を導いてくれた 82 名，90.1％」、「看護の専門科目の学習への興味を持た

せてくれた 82 名，90.1％」、「学生生活に関する相談に乗ってくれた 74 名，81.4％」

であった。 

 授業や実習指導に関しては、9 割以上の学生が満足を示しており、「臨地実習の指

導を丁寧にしてくれた」、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれた」、「看護職とし

ての姿勢や将来の進路を導いてくれた」に関しては、「とても満足した」の割合が 3

割を越えた。他にも「学生生活に関する相談に乗ってくれた」は「とても満足した」

の割合が 3 割を越えたが、不満を感じている学生もおり、全体の満足度としては低

順位となった。「あまり満足でない」「まったく満足でない」の合算割合が優位だった

のは「「外国語を使って交流する力を伸ばしてくれた 62 名，68.2％」であった。 

 授業や実習指導では、引き続き学生満足につながるような教育体制の維持・向上

を目指していく必要がある。看護学科は臨地実習のため教員が学内を不在とするこ

とも多いため、アドバイザー以外にも、学年担当教員、国家試験対策担当教員等が連

携して学生一人一人をサポートする体制を強化し、相談しやすい雰囲気を整えてい

く必要がある。また、国際交流が再開となり、興味・関心が高い学生も増えてきてい

るため、ELS の活用を含めた学修機会の提供を活性化していくことも課題である。 

  

 



５．新型コロナウイルス感染症の影響 

感染拡大によって、生活で特に影響されたのは「①授業等、大学の学修 72 名」で

あった。複数回答可の設問であったが、回答が集中していた。大学から提供してほし

かった⽀援についての自由記述では、「感染対策下での対面授業の充実」と「オンラ

イン授業の充実」といった二極化した意見が目立った。オンライン授業の充実では、

リアルタイムの授業、対面時のフォローアップ体制（補講、資料配布など）、学内実

習の工夫などが求められていた。他にも学費免除などの経済的⽀援のニーズが読み

取れた。 

今後、同様な事態が起きた時でも対応できるよう、教育効果が担保できるような

教育の工夫を施していく。 

 

６．自由記述（大学が改善すべき点、教員の学生への関わり、さらなる⽀援、後輩へ

のメッセージ） 

大学に求める改善の要望では、例年同様、圧倒的に空調の改善が多かった。他にも

教科書の電子版化などは、教科書を持ち運ぶ負担を減らすこと、DX 化に向けては重

要な提案だと考えられた。教員に求める改善の要望、もっと⽀援してほしいことで

は、実習指導における公平性や教育の質の向上、国家試験の対策、実習先の選定や実

習時のメンタルサポートが挙げられていた。後輩へのメッセージでは、実習や国家

試験に向けた準備、取り組み方へのアドバイスが散見された。 

 



【 健康スポーツ科学科 】 

 

アンケートは、大学生活の「①全般的内容」、「②力を入れて取り組んだこと」、「③満

足出来たもの」、「④教員の学生への関わりで満足できたこと」、「⑤遠隔授業に関わるこ

と」、「⑥新型コロナウイルス感染症の影響」、「⑦自由記述（大学・教員の改善点、後輩

たちに残しておきたい言葉）」について回答を求め以下の傾向が示された。 

① 大学生活全般：「達成感・充実感」、「成長した実感」は、肯定的回答が 90％を超えて

いることが分かった。成長したことは「語学力（6 名）」、「専門知識（17 名）」、「社

会人としての意識（33 名）」、「幅広い知識・教養（37 名）」、「コミュニケーション能

力（41 名）」、「人格的に（79 名）」の順に高かった。 

② 大学生活で力を入れて取り組んだこと:特に「クラブ（体育会。以下同様）活動やサ

ークル活動（89.8%）」、「アルバイト（84.2%）」の肯定的回答の割合が高かった。次

いで「幅広く教養を身につけること（80.1%）」、「人間関係を広げること（79.0%）」、

「就職活動（73.0％）」、「よい成績をとること（62.0%）」が高割合であった。一方で

「資格取得（48.0％）」、「語学（英語）能力の向上（41.0%）」、「ボランティア活動

（38.0％）」に力を入れた学生は少ないことが分かった。特に「アルバイト」は、前

年度より 24％も高くなったことから経済的な状況が厳しい学生の割合が拡大してい

ると考えられる。 

③ 大学生活で満足できたことは何ですか：肯定的回答が高い順に並べると「大学でで

きた友人関係（96.０％）」、「履修できる科目の種類や配当年次（96.0％）」、「クラブ

活動やサークル活動（95.3％）」、「穂積駅からのスクールバス（92.5％）」、「大学独自

の奨学金や資格取得支援金（88.4％）」、「授業以外の勉強を大学がサポートする体制

（88.0%）」、「キャンパスの設備や雰囲気（88.0％）」、「就職活動を大学がサポートす

る体制（86.0％）」、「自学自習の設備など（82.0％）」であった。前年度よりも全体的

に肯定的回答の割合が高くなったことから、満足度の底上げができていると考えら

れる。 

④ 教員の学生への関わりで満足できたこと：昨年度と同様、「外国語を使って交流する

力を伸ばしてくれた（61.0％）」を除いた項目の満足度が高割合であった。特に「解

りやすい授業を心掛けていた」、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれた」、「学生

生活に関する相談に乗ってくれた」、「専門科目の学習への興味を持たせてくれた」

は、肯定的回答の割合が 90％を超えていることから、教員の丁寧な対応・支援が窺

える。 



⑤ 遠隔授業について：遠隔授業の「学習の理解度」と「満足度」は、肯定的回答が 9 割

を超えたことからオンラインをはじめとする教材提供・サポートに対して、一定の評

価ができる。「困ったこと」については、主に「課題が多かった（32 名）」、「疲れを

感じた（26 名）」、「聞き逃すことがあった（25 名）」が多く挙がった。 

⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響について：特に影響を受けたのは「授業等、大学で

の学修（67 名）」、「クラブ活動やサークル活動（53 名）」であった。次に「アルバイ

ト等、収入の確保（21 名）」、「ゼミ等、本学科の友人や教員との交流（21 名）」の順

であった。一方で「就活活動等・卒業後の進路選択（10 名）」、「資格取得や留学等、

学外での学修（9 名）」、「病院への通院等、心身の健康の管理（3 名）」は比較的少数

であった。先と関連する「感染症に対応して大学から実際に得られた支援、提供して

ほしかった支援」の自由記述では、主に「オンライン授業」、「実際に感染者が増えた

時にメールで連絡をくれたり、ゼミの先生から連絡がきて、助かった」、「遠隔でやっ

ているのだから短い講義でなく長い講義をして欲しかった」、「オンライン講義にお

いてもっと教員と連絡できる手段が欲しかった」などが挙がった。 

⑦ 自由記述：「学生生活について、大学として今後特に改善した方が良いと思うこと」

では、主に「ルールやマナー」、「不祥事の再発防止」、「近隣住民への配慮等」といっ

た、規範意識にかかわる記述が目立った。「教員の学生への関わりについて、今後特

に改善した方が良いと思うこと」では、「もっと生徒に向き合ってほしい」、「優しさ」

などが挙がったが、殆どの学生が「なし」と記述していた。「卒業にあたって後輩た

ちに残しておきたい言葉」では、就職に関するメッセージ（例えば「就活は大変です

が色々と学んできたことを存分に生かして頑張ってください」、「早めに就活をする

こと」など）が多く記述されていた。 

総じて、「全般的内容」、「力を入れて取り組んだこと」、「満足出来たもの」、「教員の学

生への関わりで満足できたこと」、「遠隔授業に関わること」、「新型コロナウイルス感染

症の影響」に高い評価と満足度を示していることが分かった。 

評価の高さは、大学がサポートする体制をはじめ、学生生活の満足度 1 位タイの「履

修できる科目種類や配当年次」の充実、教員の分かりやすい授業の提供、学生への丁寧

な支援などから得られた結果であると考えられる。特にゼミナールでは、1 教員あたり

4 名～5 名の少人数教育が行われ、学生一人一人に応じたきめ細やかな指導が出来てい

る。また体育会に所属する学生には、試合などで欠席する際、動画教材や課題などを用

意して、学習面の不利益を被らないようにサポートしていることも高評価につながった

と見ている。本結果は学科内で情報共有し、今後の大学運営並びに教育・学生指導の改

善に役立てていきたい。 



【 歯学科 】 

 

1．大学生活を全般的に振り返って、「達成感・充実感はありますか」 

2023 年度歯学部卒業生 98 名のうち、「大いにある（46 名）」、「少しある（44 名）」

と合わせて 90 名（91.8％）の卒業生が朝日大学での「学び」に達成感・充実感を

得ている。その達成感・充実感の根拠としては、「専門知識（57 名）」、「人間性（52

名）」、「幅広い知識・教養（47 名）」と回答している。 

 

2．大学生活で力を入れて取り組んだこと 

「よい成績を取ること」に「力を入れた」者は 76 名（77.6％）、「幅広く教養を身

につけること」に「力を入れた」者は 84 名（85.7％）、「人間関係を広げること」

に「力を入れた」者は 69 名（70.4％）、「クラブ、サークル活動」に「力を入れた」

者は 63 名（64.3％）であった。勉学に励むとともにクラブ・サークル活動を通し

て人間関係を充実させることが大学卒業時の達成感・充実感を得るために必要な

「専門知識」、「人間性」、「幅広い知識・教養」などを育んでいるといえる。 

 

3．学生生活で満足できたこと  

「学生生活で満足できたこと」では、「キャンパスの設備や雰囲気」を除いて、

71.4％〜92.9％で満足できたと回答している。 

「授業以外の勉強を大学がサポートする体制」に「満足した」者は 77 名（78.6%） 

「就職活動（マッチング）を大学がサポートする体制」に「満足した」者は 70 名

（71.4%） 

「キャンパスの設備や雰囲気」に「満足した」者は 68 名（69.4%） 

「自学自習のための設備（図書館を含む）」に「満足した」者は 78 名（79.6%） 

「穂積駅からのスクールバス（利用した人のみ）」に「満足した」者は 57 名（79.6%） 

「大学でできた友人関係」に「満足した」者は 90 名（91.8%） 

「Moodle での学習支援システム」に「満足した」者は 91 名（92.9%） 

「講義室の設備」に「満足した」者は 86 名（87.8%） 

「実習室の設備」に「満足した」者は 86 名（87.8%） 

「臨床実習（内容・施設・設備等）」に「満足した」者は 87 名（88.8%） 

「キャンパスの設備や雰囲気」については 98 名中、68 名（69.4%）が満足してい

るが、各棟の学内のトイレの全面的な改修工事が順次進んでおり、また、今年 6

月に大学正面玄関がリニューアルされて正面玄関の雰囲気もかなり良くなってい

るため、2024 年度の卒業時アンケートではもっと高い満足が得られていると期待

される。 



4．教員の学生への関わりで満足できたこと 

教員の学生への関わりでは、「英語を使って交流する力の育成」を除いて、きわ

めて高い満足（80.6％〜91.8％）が得られている。 

「わかりやすい授業（講義資料、手法を含め）」に「満足した」者は 88 名（89.8%） 

「勉強に関する質問への対応」に「満足した」者は 89 名（90.8%） 

「学生生活に関する相談への対応」に「満足した」者は 79 名（80.6%） 

「専門科目の学習への興味を持たせてくれたか」に「満足した」者は 89 名（90.8%） 

「臨床実習の場で丁寧に指導してくれたか」に「満足した」者は 90 名（91.8%） 

一方、「英語を使って交流する力の育成」については、満足した者は 53名（54.1%）

にとどまるが、これは 5 学年での国際交流（海外研修）に参加した学生と参加

していない学生とでは交流する機会の有無が異なるためと推察される。 

 

5．新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって影響されたこと 

「授業等、大学での学修」と回答した者が 98 名中 83 名(84.7％)と最も多い。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大はスペイン風邪以来の 100 年ぶりのパン

デミックであり、誰もが初めて経験したパンデミックなので影響が無かったはず

はないのであるが、朝日大学だけが学修への影響を受けたわけでもないので歯科

医師国家試験の合格者数が本学のみ減少し続けていることの理由にはならず、そ

の原因を精査して PDCAサイクルに繋げることが必要であろう。次いで影響され

たことは「友人や教員との交流 26 名(26.5％)」、「クラブ・サークル活動 24 名

(24.5％)」であるが、三密（密閉、密集、密接）を避けることが感染対策の柱であ

ったため、いたしかたないことである。 

 

6．自由記載での回答 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大下での大学からの支援について 

オンデマンド授業に関する意見が多いが、コロナ禍で余儀なく行われた対応

であり、ポストコロナでもオンデマンド授業を常態化した場合、もはや通信教

育となって教育成果（共用試験や国家試験の合格者数）がまったく予測できな

くなる。 

・6 年生専用の学修スペース（Agora）について 

学修スペース自体は概ね好評であるが、例年どおり、飲料物が持ち込みでき

ないことへの不満がみられる。不可にしている理由は学年主任より毎年聞いて

いるはずであるが納得していないようである。 

 

 



・大学に改善してほしいこと 

「施設環境（食堂・冷暖房・トイレの数、ロッカー）」と回答した者は 14 名

いるが、コロナ禍で食堂の座席数を減らしているのが元に戻せるようになるほ

か、学内の改修工事が進むにしたがって不満は解消されていくであろう。「特

になし」と回答した者は 58 名（59.2％）である。 

・教員に改善してほしいこと 

17 名の意見があるが十人十色の意見である。 

・もっと支援してほしいと思ったこと 

マッチングに関することに回答した者が 14 名（14.3％）いるが、現状では研

修希望先の病院への見学やマッチング（試験）のために大学の授業を欠席する

ことを奨励していないためであろう。しかし、「特になし」と回答した者は 98

名中 66 名（67.3％）もいるので、まず、卒業と国家試験合格のために欠席でき

ないこともやむをえないと考えている学生も多いと推察される。 


